
【濃厚接触した利用者への個別ケア】

（Ⅰ）食事の介助

　□原則個室

　□食事前の手洗い

　□食器は使い捨て、または専用にして洗剤で洗い熱水消毒か自動食器洗浄機(８０℃、１０分間)

　□器具等は洗剤で洗い熱水消毒か次亜塩素酸ナトリウム液に浸漬後洗浄

(Ⅱ）排泄の介助

　□使用するトイレは専用

　□おむつ交換は手袋・マスク・使い捨てエプロンを着用

　□おむつ処理は手袋を着用しビニール袋等で密封・廃棄後に手洗い

　　※感染症廃棄物として処理

　□ポータブルトイレの場合は使用後に次亜塩素酸ナトリウム液で消毒

（Ⅲ）清潔・入浴の介助

　□介助が必要な場合は清拭のみ

　□個人専用の浴室で介助なく入浴ができる場合は入浴してもよい

（Ⅳ）リネン・衣類の洗濯

　□熱水洗濯機(８０℃、１０分間)で処理・洗浄後乾燥または

　　次亜塩素酸ナトリウム液浸漬後洗濯・乾燥

　□ティッシュ等のごみ処理は手袋を着用しビニール袋等で密封・廃棄後に手洗い

　　※感染症廃棄物として処理

【感染確定後の対応】

　□感染職員は休職扱い(休業補償・労災保険の適用等の検討)

　□濃厚接触者のＰＣＲ検査(保健所の指示による)

　□濃厚接触した職員の自宅待機指示

　□家族等への継続的連絡

　□衛生・防護用品の確保(マスク・エプロン・ガウン・手袋・消毒用エタノール液等)

　□事業継続の判断

　□県・市への事故報告書の提出

【自宅待機時の注意事項】

　１．感染疑い者と同居者の部屋を分離

　２．世話をする人を限定

　３．世帯全員がマスクを着用

　４．こまめに手洗い

　５．日中はできるだけ換気

　６．共用部分の消毒

　７．汚れたリネン・衣類を選択

　８．ゴミは密閉して廃棄


